
水草研究会第 4 0 回 全 国 集 会 研 究 発 表 会 プ ロ グ ラ ム 2018年 9 月 1 日 （土）

口 頭 発 表 （ 13:30-16:00)
0 1 13:30-13 :45青森県つがる市でガシャモクの新産地を発見

〇首藤光太郎（新潟大 •教育）•薄 葉 満 （福島県いわき市）• 山 岸 洋 貴 （弘 前 大 •

白神自然環境研究センター）•藤 田 優 志 （福 島大 •共生システム理工）•平松呆 

(新潟大•教育）•兼 子 伸 吾 （福島大 •共生システム理工）•津軽植物の会•志

賀 隆 （新潟大•教育）

0 2 13:45-14:00絶滅危惧植物ガシャモクの新規発見個体群を対象とした遺伝解析 

〇藤田優志（福 島 大 •院 •共生システム理工）•首藤光太郎（新潟大 •教育）•志

賀 隆 （新潟大 •教育）•井 鷺 裕 司 （京 都 大 •院 •農学研究科）•兼 子 伸 吾 （福島 

大 •院 •共生システム理工）

0 3 14 :00-14 :15山梨県の水田域に生育する水草.大型藻類の市町村毎の類似性

〇渡 邊 亮 （山 梨 大 •院 •教育 M2) • 中 村 誠 司 （山 梨 大 •院 •エ D1)• 芹 澤 （松山）

和 世 •芹澤如比古（山梨大•教育）

0 4 1 4 :1 5 -1 4 :3 0トリゲモとオオトリゲモ（トチカガミ科）における分類学的再検討 

〇緑川昭太郎（新 潟 大 •院 • 自然科学）•志 賀 隆 （新潟 大 •教育）

0 5 14 :30-14 :45印旛沼周辺の水田に定着するナガエツルノゲイトウとその駆除に 

向けて

〇嶺田拓也（農研機構•農工部門）•芝 池 博 幸 （農研機構 •農環研）

14:45-15:00 休憩

0 6 1 5 :0 0 -1 5 :1 5日本のフローラに追加された水草たち一4 0 年の研究を振り返って

〇角野康郎

0 7 15 :15-15 :45敦賀へようこそ！中池見湿地の水草と明0 の見ドコロ考えドコロ 

[エクスカーション解説]

〇上野山雅子■藤 野 勇 馬 （NP0法人中池見ねっと）

0 8 15:45-16 :00三方五湖の水草とヒシ問題[エクスカーション解説]

〇 石 井 潤 （福井県里山里海湖研究所）

< 16:00-16:15記念写真撮影〉



ポ ス タ ー 発 表 （ 16:15-17:30)
P l Sour or Sparkling ? — 光合成炭素源の勉強ノートー 

〇山ノ内崇志（福島大•共生システム理工）

P 2 富士五湖に生育するイバラモ属植物の光と温度に関する光合成特性

〇 中 村 誠 司 （山 梨 大 •院 •エ D1)• 芹 澤 （松山）和 世 •芹 澤 如 比 古 （山梨大•教

育）

P3 ロシア極東地域に生育するアギナシに類似したオモダカ属植物の由来 

〇坪田 和 真 （新 潟 大 •院 • 自然科学）•志 賀 隆 （新 潟 大 •教育）

P 4 千葉県内におけるクサシャジクモの再発見

〇伊東樹明（東邦大•理）•加 藤 将 （日本国際湿地保全連合）•西 廣 淳 （東 邦 大 •

理）

P 5 山梨県の流水域における水草• 大型藻類

◦原野晃 一 .東祐之介（山 梨 大 .教 育 4 年）.渡邊亮（山 梨 大 •院 •教 育 M2) •中
村誠司（山 梨 大 •院 •エ D1)• 芹澤(松山)和世•芹澤如比古（山梨大.教育）

P 6 水生植物相調査の一般化•効率化に向けた手法構築と実践的評価

〇加藤将（日本国際湿地保全連合，東邦大•理）•平松栗 .首藤光太郎（新潟大. 

教育）•藤 原 陽 一 郎 （愛媛植物研究会）•志 賀 隆 （新 潟 大 •教育）

P 7 大阪市立自然史博物館のミニガイド「関西の水草」の紹介

〇横川昌史（大阪市立自然史博物館）• 首藤光太郎•志 賀 隆 （新 潟大 •教育）

P8 ヒメイバラモの新産地について 

〇杉山昇司（環境省）


